
本校は、平成30年に開校 60周年を迎えました。 

 

学校の歴史を紐解くと、昭和 33年 4月、大島6丁目の東京ガス跡地に

開校しました。戦後の復興により大島の地にも多くの工場が建ちならび、集

合住宅の建設により児童数が増加していました。第二大島小学校と第三大

島小学校の児童数が増え、新しい学校が必要となり、本校が誕生したので

す。開校当時は、新入生と第二大島小学校・第三大島小学校からの児童合

計 1312 名、25 学級でのスタートでした。地域の方々の「この地に学校を」

という熱い願いのもと、江東区初の鉄筋コンクリート校舎のモデルスクール

として開校したのです。水害にも強く、後に避難所となることも度々あり、

「地域の学校」として役割も大きなものがありました。その年の5月28日に

は、開校式を行い、この日を開校記念日としました。昭和 35 年 11 月には

校歌、36年 3月には校旗が制定されました。 

その後、昭和 40 年代の 6 丁目団地の建設、昭和 53 年の都営地下鉄

新宿線の東大島・岩本町間の開通などにより、街が大きく変化しました。こ

のような大島の地の発展とともに、本校は歴史を積み重ねてきました。 

昭和 63 年には、開校 30種年記念式典を挙行し、現在の新校舎が完成

しています。 

 

本校の校章は、学校の象徴である桜の花の中に、元気なこどもの姿で

「四大」という校名を入れています。校章のデザインのように、地域と学校の

愛情の中で、未来の主役となる元気なこどもの育成に、職員一同、全力で

努力してまいります。 

 

                『２０１８ 開校 60周年記念誌 四大小』より引用 


